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< はしがき>
こ の研究は , 研究課題名 ｢意思決定過程に関する柔構造数理モデルの 研究+ の研
究成果報告書で ある｡ この研究は, 平成15年度から平成17年魔の間になされた｡
研究成果報告書の 構成は次の とおりで ある ｡
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研究成果
研究成果の 概要と発表論文の 主要なもの, 重要なもの を収録する｡
この ような研究成果を残すこ とが出来たことは, 研究分担者及び事務の 方々 のおか
げで ある ことを付記したい｡
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研 究 成 果
概要
本研究は意思決定過程に関する柔構造数理モ デル の柔構造性につ いて総合的かつ 統 一 的
に理論研究を行う こ とを目的として , 具体的には , 知覚情報モデル, 適応モ デル , フ ァ ジ
ィ停止モ デルおよび - 般効用モデル につ い て解析研究を進めた｡ 主な研究成果は次の とお
りで ある ｡
1. 知覚情報マ ル コ フ決定モデル
有限マ ル コ フ決定過 程の 未知 の 推移確率行列に対す る知覚情報 (pe r c eptio n-ba s ed
info rmatio n) をフ ァ ジィ集合を用 いて 表現 し, 知覚情報を許容する決定過程モ デルを構築
して , 動的計画法の手法を適用 して最適期待利得の知覚値 (pe rceptio n v alu e) を求める
ための フ ァ ジィ 関係式を導出することに成功した o それによっ て, 割引率がある場合およ
び平均基準の 評価のもとで知覚値のい ろいろ な性質が導かれた｡
2. 適応型 マ ル コ フ決定モデル
推移確率行列 が未 知の 有限 マ ル コ フ決定過 程の 適応政策 の構成の 問題を取り扱い ,
c o m m u nic ating c as e に対 して , 最尤推定法と re w a rd-penalty 型の強化学習アル ゴリズム
を融合的に組み合わせ る ことにより, いわゆる ｢探索と記憶の ジレンマ+ を克服した適応
政策の存在 を構成的 に示 した ｡
3. フ ァ ジィ停止モデルと応用
確率変数列 の確率分布に対する知覚情報をフ ァ ジィ確率変数を用い て表し, 知覚情報を
許容する最適停止問題を定式化して 最適利得の 知覚値 (pe r c eptio n v alu e) を求める ファ
ジィ関係式により解析する方法を示 したo また, グル ー プの 意見を集約する の に単調理論
関数 (多数決ル ー ル を含む) を用いた多人数の最適停止モ デル に対 して , 均衡解の知覚的
予測値を求め る フ ァ ジィ関係式の導出に成功した ｡ フ ァジィ停止モデル の フ ァイナンス工
学 (optio n) へ の応用 につ い ても ー 定の成果を得たo
4. 一 般効用 (リブ レッ ト) 決定モ デル
吸収壁がある マ ル コ フ決定モ デルおよびセミ ･ マ ル コ フ決定モ デルに対して , リグレッ
ト関数のもとでの最適化問題をモデル化し, 最適解とその性質につ いて の解析結果を得た｡
これらの結果は , 制限条件付きの場合に拡張された｡
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